
桑葉の硬度に關する研究
Studies on the hardness of mulberry leaves.
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　桑葉の飼料的贋値判定上、共の硬軟の度師ち硬度を葉位以外の簡輩にして正確なる計量的方

法に依りて測定する事は極めて璽要なる纂なり。而して桑葉の硬度測定に關係ある研究とし

て、從來磯表されたるものは、川瀬博士の面積重及強靱度c5）　，中根信一氏の硬軟係藪働、鶴田定

挙氏の比重㌧6）、中島茂氏の毛刺抵抗（16）、井一ヒ’博士等の熟度指数鋤等なり。

　著者は鋼球の落下装置に依る硬度測定法を考案し、前禍諸氏の行へる硬慶測定方法と比i咬し

禽更に此の装置に依る硬慶と桑葉諸形質との關係を槍討し、其の生理學的意義を究明せんとせ

り。今蜘こ共の實駿成績の一部を報告せんとす。圏

工　材料及び方法

　供試桑粟は主として埼玉縣欝業試験場桑園に於ける、栽植第17年目改良魯桑、中刈佳立，磯

芽前伐探桑園より探取せるものなり。

　硬度及び共の相關を求むる爲めに調査せる諸形質は、概ね第一刻永と錐二支豚との間の中肋

に近き部分につき測定せり。

　誤差は供試藪多きものは中央誤差、供試数少きものはユ1二均設差を筑川せり。

　硬度其の他の諸調査方法は次の如き方法に糠れり。

ユ，硬　　度　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　署者が考案せる鋼球落下装置に依る硬度計を以て計測せり。其の機構は舞罫五臨1に示すが如く

鋼球装置部（A）と、Aを支持し禽、滑かに上下せしめ、共の高度（cm）を示す支枕部’（B）

と、鋼球落下の打繋を受け、供試桑藥を打ち抜く部分帥ち打繋部（C）の3郁よゆ成れり。Aの

鋼域装置部は電磁石に依つて鋼球を載せたる装置が開きて鋼球落下の條件を一定ならしむる様

に装置せり。

　Cの機構は先づaの部分に於て絶縁し、絶縁物の上に圃定したる弾力ある鐵板の他端に装置

せるbの部分の鋼球が、c板ヒの接黙に於て、興のbとcとの間に装置せる桑葉を打ち抜きた

る時、共の打ち按きたる事を報知する電鈴に蓮結せり。

　Cのc板及び銅球bの接黒占はサンプラチナと穏する不酸化合金を用ひ、術計測の都度、c及

びbの揺i鮎を清拭して酸化を防ぎ感度の鋭敏さを持績せしむる事に注意せり。th　Cの部には鋼

球mが落下してC板を打撃したる時反艘し疫る場含牧審する爲めeの如き容器を附せり。

　此の装置に依る桑漿を打ち按くEllergy（H）は次の如し。

H鷹m9（h十h！）
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　　　　　　　m　落下する球の質量　　　　　　　　　g　落体の加速慶

　　　　　　　　h　藩下せる高さ　　　　　　　　　hノ反般せる高さ

　實験結果は反機せる高さhノを力1算せ一9：、箪にhのみに依つて硬度を示し、支障を感ぜざり

しを以て、本研究に於てはhのみを以て硬慶とせり。師ち、15．685g．（直径15．5　mm）の鋼

球を用ひ、Bを．ヒ下せしめて桑葉を打ち抜き得らる曳高さを求むるなり。而してBの示す1cm

を以て硬度1度とせり。但し著しく硬度低き桑葉に在りては8．0559．（直樫12．5mm）の鋼

球を用ひた1）。小球を用ひだる場合は共旨附記せり。附記せざる場脅は皆大球を用ひて調査せ

るものなり。

　著者は襲に桑條の立木硬度を計測する同的を以て、Spring　balanceを慮用して、立木硬度

計を考案せり。（7）今興のPrincipleを桑葉に慮用してサンプラチナの李面阪に鋼球を燃して桑

葉を打ち抜くに要するTension　kirogramを測定せんとしたるmS　、桑葉を打ち抜く迄に時闇

を要する爲め、其の間桑葉々内に電導不能の條件を生じ不成功に絡れり。從つて本考案は圃i時

に桑葉を打ち抜くが爲めに、落下装置を憲用せるものなり。

　　　　　　　　　　　　　　　　2，厚薄及び組織

　手栽切片に依りて620倍に損大して計測せり。

　　　　　　　　　　　　　　　　3．俣比重

　鶴田定干氏の塘案に基準せり。c6）帥ち蒸溜水、食盤，　a1coho1等を用ひ・比重1・10より0・85

迄の多撒の比璽液を調製し、直樫15mmの圓歌に桑葉を探り、爾面を濡して鏑泡を形成せざ

る様に注意しつ～液に投入して’mz£の起らざる溶液の比重を假比重とせり。

　　　　　　　　　　　　　　　　4．翼比重

　中島茂氏に櫨る。’2D圏｝ち前記假比重を計りたる小片を1％のalcoho1溶液と共に濾過瓶に入

れ、瓶の“には栓を施し、側管の口を眞室ポンプロに蓮絡し、或る一定の墜力まで空氣を排除

し、一定時闇後急激に常堅に戻す事数回にして水を桑葉の細胞間隙に浸入せしめて後、前掲假

比重と同様に比重を測定す。

5．細胞間隙率

中島茂氏に擦る。（2D即ち下記の如くして計算せり。

　　　　　　　　　　　綱包騰一演比灘比重・…

　　　　　　　　　　　　　　　　6，粉末比重

　纐纈理一郎氏に擦る。（18⊃（“）帥ち絶封乾燥し太き葉∬永を除き、微細なる粉末となし、其の1

立方cm．の重量を以て粉末比璽ξなせり。

　　　　　　　　　　　　　　　　7．ヨ最靱度

　川瀬博士の方法に蝶る。（s）勘1ち強靱性とは新鮮桑葉に切噺孔径15mrn．の圓孔を穿つに要

する勢噺墜力を零度に於ける水銀柱の高さmm．にて表せるものなり。

　　　　　　　　　　　　　　　　8．面　積重

　川瀬博士の方法に擦る。（5）匡IIち面積重とは新鮮桑葉の葉身100挙方cm．が有する重最をg．
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にて表はせるものなり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　9．　毛束ljま氏抗

　・鳩畝の創案せる硬慶測定法「1“）にして、共の方法は馬の尾毛を等しき温澱に於て一定

の長さの酬7を測り」切太さを定め洪の一部を石静管llc蝋を以て國定し・共の毛の長さを

順次短くし其の先端の鮒え得る力を　balance」【ILを突きて槍定しJUのbalanceの示す重量

を以て桑葉の硬度を定むる方法なり。著者は、慎漁悔鮒1（湘慶26°q熱度71％）6cm．の重

量0．0039．の馬尾毛を用ひて共の長さを1．4，1．5，1・6crn・の3種として・軟葉の毛刺抵抗

を計り同時に硬慶及び弧靱度を計測せり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　10．　熱　　度　　指　激

　井」、・博，i’：と北澤孝一氏との共1醐跣に1蝸比色｝融る熟劇1腱法ld康れり。（11；噛ち麟115

mm．の葉片を95％の・重・・1・・紳暇漬する事30分のイ麦謀線休浸ll腋撚度を勤ミせる標

　準液（1－・8）と比較して熱度を定むる方法なり。此の標準液はA．B　2種あり。Aは春Bは

夏秋の桑葉酒精浸出液と同檬の標準色調をなし、其の婁炊なるもの程域黙したるものなり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　11．　硬　　軟　　係　　婁虻

中根儲に篠・．…繍物・騨融び水髄測り囎・1・・を以て硬㈱・せり・

　　　　　　　　　　　　　　　　　12．ciN

　撚は聯錠量灘關し農囎に方冬て委員榔げ調禰られたる方法｝こ蜥の♂割ちln－
dustrial＆Engineering　che　mistryのVoL　17．　No・L，（∫an・　1925）所載の改良クロム酸法

に依りて、COsの定量をなしb共の量に0・273をi飛じてCの量を得たるものなり。

　窒素は盤凡卿晒氏の考熟こ1蝸ケ・げ一ル窒素輝薮置に蜘しり。（17）

　　　　　　　　　　　　　　　　　13，葉液の粘稠度

　Ostwald　viscosimeter　tc依りて計れり。（9）桑葉をFrigid　air中に凍結せしめて後、之れを

　墜擁して葉液5cc，を取り、25°Cの恒滑槽中に於て2cc・の流下時岡を計lllllし・同方法に

依りて計りた撚轍¢・流下ll舗ゆける・R・1・ti・・v：・c・・ity酬恥り・

　　　　ト　　　　　　　　　　　14，三原　色

　Lovibond’s　tintometer　lこ依り、黄青紅三原色を用ひて桑葉近似の色彩を組み合せ、其の三

原色各々の撒値を計測せり0

　　　　　　　　　　　　　　　　　15，電氣傳導慶

　松井濃井1祇が報告・唾る電鞍廠鐵翫1確洲して・電騨儲・牒の桑葉殿計のc
の部，EIIち簿求及サンプラチナ板を以て之に充てたり。P・t・entiQ－met・・のCyii・d・i’・al　B・i・ト

9。に於けるscal・は100分され、　X抵抗が・ca1・の蝋liに於てb・la・・eせる　寺のX抵揃’〔は

練鱗離り・Rは（器欝）な…鋼㈱）

x－1㍉σσ㌔
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　　　　　　　　　　　　　　　xv．成　　緕

　　　　　　　　　　　t’t　　1．糞身各郡の硬度

　著者考案の硬度測定法に依れぱ、其の測定痕は從2mrn，にして、一葉身中20－30簡餌測

定する事を得。（第三圃第四圖参照）葉豚の部分を避くれば略々典の硬度はe－定なり。今改良魯

　　　　　　　　　　　　　　　　第九岡

　　8

7　0

8　7

7

　7　　　　　　　　　　4

7　　　　　　　　　　　　　　・
　　♂　　　　　　　　　y

8　8㍉　、

99

・一一一・一… @　　　負讐5葉　　　　　　　　　　 第．2葉

3／　．

　　28

第』10嬰



第一二號〕　　　　　　桑葉の了嫉に1漏す翻r究　　　　　　　　　7

桑の第2粟、第5葉、第10葉につき葉身各部の硬度を調在せる例を拳ぐれば第九岡の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　2，厚薄及び組織と硬度

　硬度と葉の厚薄と如何なる關係ありや，改良魯桑につき、，調査せる結果1枝條中、先端より

順次下部に向ふに從つて、硬度及び厚さを増し相津へるが如きも硬度の増大傘は、厚さの夫れ

に比して遙かに大なり。（2）　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表　　　　　　　　　　　（10．7．1935調査）

欄・Vの難陣　慶・轍鯛利・鵬細醐燃瞥部表副葉・厚ぎ

第　　　2　　葉
第　　　5　　葉
第　　　10　　葉

策　　　15　　i漿

第　　　20　　葉

第　　　25　　葉

3．水分の護散と硬度
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　魯桑の第5葉を用ひて摘　　　11

葉時闇の経過するに從つ

て、水分磯散と硬度の攣化　10

とは如何なる＄望過を辿，るも

のなりや、調査せる結果・　　　9
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　第　　2　　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11・　7r　1935　調三査…）

’・ @　　時間
　　一・一、，　　　　　　0　　　　　1

調踏…項目　　＼＼・、

硬　　　度　 （皮）　　　　　8．8　　　　　　7ゆ8

窺　　　　量　　（g）　　　　　　5．88　　　　　　5．36

灘嬬度　辮゜G贈

2　　　　　　3

8．0　　　　10．0

5．16　　　　　4．97

24，0　　　　　　24．0

70　　　　70

4　　　　　5

10．5　　　　　10．S

4，76　　　　　　　4，55

2韮．0　　　’　　23．5

70　　　　　70

6

4，贔種と硬慶

　＝＿T「7

11．0

4．33

23．5　tl．

70

゜軟葉として全粥醐第2葉旧及び・喋として全芽の・映部のもめ及鞭難して蜘はり

　第2葉口のものにつき、10葉宛を探りて121｝引1種につき比鮫せる結果下記の如し。特に準均｝浜
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差の大なるものにつき、供試数を壇さす，故らに10i葉のみに限定して計りたり。斯くして各

温種の偏差の大様を窺知せんとせり。

第3表（6－－11．6。1935調査）

軟　　　葉　　巾　　i艇　硬　　　葉

（小球）　　　　　　　　　　　（附）大球と小球との示す硬度の比較

度 燦 度

一ノ瀬膏水 9士0。6 23士1．2 32十2．6　一

鼠　　　　　遮 10士0．4 17±0。9 29→瑠．6　一

十　　丈　　字 9士0．4 16＋0．4　一 24＋1．1　一

北　　堀　　桑 10±0．5 19：ヒ0．7 48＋5．5　『

改　良　魯　桑 9士0．6 21＋1．2　一 44±4．5

寄　　榮　　桑 12士0．4 23十〇．7　一 37＋1．8　一

多　胡　早　生 ユ2＋0．9　一

27土0．7 24＋0．S　一

改　良　鼠　遽 9±0・与 22－←L2　一 39＋5．2　一

島　　ノ　　内 11：と0。6 21±0．8 32＋2．7　一

市　　　　　革 13＋0．4　一 21牽1，1　一

31±4．0

澗　島　大　葉
10＋0．5　一

21：ヒLO 34±：2，3

蓮洲　高　助
15十〇．6　｛

30±1，5 33＋4．7　｛

32騒6　　島の内鰍葉抑ひて大球と小球と瀦下
　　　　　　　せしめて硬度を比較せる結果下記の如し0

24＋1．1　　　　大球（電量ユ5・6859）の示す硬慶4±0・14

48＋5．5　　　　小球（箪壷　8・0559）の示す硬度10士0・18

44±4．5　　　　大球にては軟葉に於て興の麗少きを以て、

37±　1．8　　　　小球を用ひて其の差を大ならしむるを翼すo

・・±・・s @面・て小球の示す殿・大畦・囎・添
39±・5・2　　す硬度な％鋼球のecru大略，J、球は大球の

3・±… @　÷。して球の質慰殿例して殿を滑
31±4・° @晦窺鰻らる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　5．葉位と硬度

　枝條先端より下部に向ひ、其の葉位に依つて硬度に如何なる痩化ありや調査せる結果を見れ

ぼ、獲芽前伐探桑園に於て、6月は下部に向ふに從つて、硬度を増す傾向あるも、7月は下部

に向ふに從つて順次碩度を増し絡に最高の硬度を示す部分ありて、更に夫れより基部に向ふに

從つて硬度を低下す。倫、此の關係を春秋鍍用桑園中改良鼠返、及び多胡の春獄伐探後の枝條

につき7月18日調査せる結果は枝條の先端より下部に向ふに從つて覆度を増し最高の硬度を示

す部分ありて、更に3く基部に向ふに從つて硯度を減す。

第4表　（6N・18Hの改良魯桑）　（18．6．1935調査）

　　1

　　2

　　3

畢　　均

、義、23456789ユ・…　2・3・4ユ5・6

445　912172三～22333437618483941124581417172424273138516361827S
°4471317334051547069747676877044712152229323845486274738887

第5表　（7月18日の改贈桑）　（18．7，11〕35融）

　1
　2
　3
軍　均

，毒、23456789ユ゜11　12　13　14　1elrユ6　・7・8ヱ92・21琴2232425

4456　81015162022252930465558626567787578767867
445812182528353639404251516067696S　6668696，S　6462
4　　4　　5　　S　　11　18　20　22　25　31　30　32　37　41　47　51　51　52　52　57　昌8　55　57　52　49

4　　4　　5　　7　　10　ユ5　20　男2　27　30　31　34　36　46　51　56　60　62　62　67　67　67　67　65　59
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　　　　　　　　　　　　第6表（7月IS日の聡秋象用改良鼠返）　　（18．7．1935調査）

誰」bo……8g・・iL翌還鱒・6・7・S・9－・・
　　　1

　1　　233344567　9　9 10ユ5 18　ユ8　1211　910　9
　2　　　3　3　3　3　34 6 810　12　11　16　玉6　17　17　16　15　13　12　10

　3　　2234 44457　9　11　1　3－， 13　ユ4　1S　21　ユS　17 11　14
・Fs均123334456810・0131516・81615131111
　　　i

第7表　（7月　IS　Eiの奪秋兼用多胡）　　　　（18．7．1935調査）

　1
　2
　3
年　均

1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　　10　　　11　　　12　　　13　　　14　　　15
（度）

33・4457679　8　7　6　7　6　7’4　　4　　0「　　7　　7　　7　　7　　S　　7　　7　　6　　8　　8　　9　　9

8

7　8　78
6．假比重、眞比重、及び細胞間隙傘と硬度

　枝條を長さに依り3等分して上部、中部・下部とす。上部に於て假上ヒ重は最も先端のものよ

b順次小となり上部最一1守部遊にて1内外となる傾向あるも品種及び仕立方等に依りて例外多

し。概して上部より下部に向ふに從つて、順次小となる傾向ありて、硬度との開係明瞭を欠く。

貫比重は上中下3部共1・051勾外にして大i垂なし。細胞間隙i…韓につきて見るに・上部は小にし

て中部之れに次ぎ下部は最大なり。嘩十一圃参照）爾品種に就て見るに、假比重は、魯桑は大に

して市挙は小なり。眞比重は魯桑は大にして改良鼠返は小なりo細胞聞隙率はTliユ｝s、多胡は大

にして魯桑及び改良鼠返は小なゆo

第8表　 （改良魯桑）　　　　　　　　　（22・7．・1935離1査）ト

＼＼＼_葉位　　　　　上　　　　　 部
　　　、、、　、

枝條及項目＼ ｱ≡＿12－345＿．9．一＿：＿§＝一一一＝：：一！／）

　硬度（正呪）　3356912172230・〔

　41畏　　上ヒ　重　　　1．07　1．06　1．05　1．04　1，03　1，01　1。01　1．01　1．02

慌窒1、．諺、誌、．。論翻、．灘、．灘

　　　　　績　き

　　　　　　申
10　　11　　12　　13　　14　　15　　16

　35　　　42　　　46　　　53　　　60　　　70　　　71

1．021，041，041，051．031．051，05

　33　　　42　　　54　　　611　　65　　　69　　　72

1。03　1．03　1．05　1．01　1．05　1．05　1，05

部

17　18　ユ9

　　　硬度㈹・〔

　　　催比重

・　　硬度　（度；

　　2
　　　個比璽〔　　　i

1　　下　　　　　　部

1202・2223242526272S
　　　　　　1
　69　70　68　　　　　　1
1，04　1。041，03

　　　　　　1
　74　74　75団

LO51・051・05嗣

　72　　　6S　　　69　　　76　　　76　　74　　74　　71　　64

1．03　1．04　1．03　1．02　LO21．02　1．02　1．01　LOO

　75　　　78　　　80　　　80　　　81　　82　　87　　88　　　89

1．04　1．04　】．04　ユ。04　1．03　1，03　1。03　1，02　1．02



lO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜誕　　　　綜　　　　　墨　　　　　jE（E　　　　需占　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔蘂ノ㌦巻

　　　　　　　　　　　　　、、　　　　第9表　　（静秋兼用改良魯桑）　　　　　　　　（23．7，ユ935調査）

、＼葉位

枝條及項目＼＼、

　　　　」　　　　部

1　　2　　3　　4　　5　　6

　　　暫19　　　　　　剖1　　　　　　　　　　下　　　　　　　剃‘：

7　　　8　　　9　　ヱ0　　11　　12　　13　　14　　ユ5　　ユ6　　17

・〔欝

　　33345713161921291．05　1．06　1．0行　1．03　1．03　1．OlO，99　ユ。Ol　1。01　1．0ユ　ユ．03

1．03　1，041。03　1．04　　－　　1。031．03：t．03　1。03　1．03　1．05

　　32　　30　　30　　27　　21　　　9

1．03　1，02　1．01　0．9S　O．99　0．99

1．05　1．05　1．03　1．04　1．03　1，01

／：甑：li・』ll：lii諭1繰1：iil：i；｛：ill：i／i，g：・：i：il｝：lll：iil：iil：il

第10表（春秋翁用島の内）　　　　　（23．7．1935調査）

＼葉位　　　　　　　　＼、

枝條及項目　　＼、

1，上，3部456　’I」，8部、、。1、1ユ；　、3　、4・・、5、6

　　硬　　度　（度）・〔

　　假　比　重

　　鰹　　比　雷

　　33344688981．02　1∫05　1．05　1．03　0．990．97　0．95　0‘96　0．93　0．93

1。07　1，07　1，07　1．05　1．051．05　1．05　1．05　ユ．05　1．05

　　　6　　8　　6　　5　　5
　　　　i
O．950．95　0．95　0．940．94

ユ。05ユ，051．05工．05　1．04

旦：gl圭：9§｝：9§圭：gl　2：まき』：ε61～：ε…2：9｛i呈：9…　呈：3！　呈：ぎ…呈：ε…9：9…皇：ぎ§9：§≡i呈：ま！

第　11　＝1ミi　　　（聯秋縦用改良鼠遽）　　　　　　　　　　　　　　　　　（24．　7，　1935　躍周三査…）

＼＼　　葉位
校傑及項目、＼一

　　硬　　度　　（鱒・〔

　　假　　比　　重

　　翼　　比　　霞

　　硬　　度　㈹・〔

　　假　　比　　重

　　翼　　比　　露

　　　↓　　　　　　　部

1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6

　　3　　　3　　　3　　　3　　　4　　　4

1，07　　1．06　　1．05　　1．0コ．　1．01　　0，96

1．03　　1．05　　1．05　　1．05　　1。05　　1．05

　　3　　　3　　　3　　　3　　　4　　　4

1．07　　1，06　　1．05　　1．03　　0．99　　0．94

1，06　　1．05　　1．05　　1．05　　1．05　　：1，．05

　　　中　　　　　　　部
7

8　9ユ01112
　　　5　　　6　　　6　　　8　　　7　　　6

0，92　　0．92　　0．91　　0，91　　0．91　　⑪．91

1．05　　ユ．05　　1。05　　ユ．05　　ユ．05　　1．05

13

　　　6　　　　　6　　　　　7　　　　10　　　　　　6　　　　　6　　　　　　　5

0．92　　0．92　　0、90　　0、91　　0．91　　0．91　　　0，94

1．06　　王．05　　1．05　　ユ．05　　1．06　　10．5　　　1．05

績　き

　　硬　　　　度　　　働・〔

　　假　　　比　　　霞

　眞　　　比　　　重

r硬　　　度　　　（度）

2L　　假　　　」・ヒ　　　訟

　　翼　　　比　　　重

』∴4、∴、死ユ∴

　　　7　　　8　　　7　　7　　　7　　8

0．91　EO，92　　0．93　　0，96　　0，95　　0。95

ユ．05　　1．05　　1，05　　1．07　　ユ，07　　1，06

　　　5　　　5　　　5　　　5　　　4　　　4

0．94　　0．94　　0，96　　0．94　　0．89　　0．92

1．05　　1．05　　1．06　　ユ．05　　1．05　　．1．05
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第12表　　（聯秋兼用多胡）　　　　　　　　（25’7噛1935調恋）
TTsnVlall”1－－TPP

＼＼禦位
　　、s＼
椥級囎＼＼

r碩度（Lat）

1／個比重
翼比重

，「灘蜜

L虞比重

上　　部　　　中　・部　　　下　　部
12345167S910＿＿ユ11三L　13－∠1彗1516
1：1…II9　：｛1翻1：舳：諭：…1曲；聴：翻1：1　：1…

　3　3　3　3　4
1．071．071，041．010．95

1，051．041．051．05LO5

　　　　　4556975555　　　　0．93　0．91　0．900．890．89　0．S9　0．88　0．S7　0．S40．83

　　　　1．05　1．05　1．05　1．05　1．07　1．06　ユ，05　ユ、03　1．03　1．03

第13表　　（春秋兼用市2の　　　　　　　　　（26・7・，1935調轡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　5　5　5　8　7　　　　　　　　2　3　3　4　5　　硬　度　（度）懲蓋　　1：　1：謂：　1：　
　　　　　　　　　　　　　　　　0．91　0．890，870，S9　0．87
　　　　　　　　　　　　　　　　1．．05　1．05　1．05　1。05　ユ．04

磁婁 　3　3　4　5　61．05　1．07　ユ．03　Q．94　0．91

1，05　1．05　1．05　1．06　1．05

　7　7　8　9　12
0．87　0．8r70．870．S6　0，87

1．05　1．05　1．05　1，06　1．05

　下　　　部
11　　　12　　　ユ3　　　14　’ユ5

　S　7　7　6　6
0，8ξ～　0．87　0，90　0，8S　O，87

1．051．051．051．051．04

第　14　表　　　（自第8表至第13表総≒卜孟）

11　10　8　7　6
0．87　0．S7　0，87　0’82　0．82

1．06　工．05　：L，05　1，04　1．05

＼項観位置論＼

‘魯　 桑

上島の内
　改良鼠返
部多胡早生

　市　 畢

　半　　均

　魯　 桑

　島の内rl・s

　改良鼠返

　多胡早坐

部市　 2ド

　亭　　均

　魯　 桑、

　島の内下

　改良鼠返

　多胡早生

部市　
」ls・

　4忌　均

硬　　度
　（度）’

4

4

3

3

4

4

18

7

6

7

7

9

19

10

6

6

8

10

假iiヒ重

1．04

1．03

1．03

1．02

0．91

1．01

1．01

0。94

0、93

0．91

0、S8

0，93

1．OO

O．94

0．94・

o．87

0．86

0．92

眞　此　窺

1．04

1．07

1．05

1．05’

1．06

1．05

1．03

1，05

1，05

1　．0　t5

1．05

1．05

1．04

1．05

1．06　－

1，04

1。05

1．05

細胞間隙串　調re葉教
　（％）

0．00

3．S8

1．94

2．94

16．48

3。96

1．9S

11．70

15．38

15，38

19．31

12．90

4．00

11．70

12、76

19．54

22．09

14．ユ3

10

10

12’

10

10

（5露）

10

11

13

11

10

（55）

12

10

121
10

10

（54）
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　’魯　　桑

　島の　内全
　改良鼠遮
　多胡早生
部市　　　Zi二

　李　　　均

14

6

5

0「

6

7

1．05

0，97

0。96

0．93

0，91

LO7
1．05

1．00

1．04

1．05

・・961L・4

2．コ0

9。15

4．07

12．27

32

31

37

3／

・5．・71　・。

8・3・　（・6・）

r駄㈱踵・蹴　　　　　餅遡假腫そ器辮路欄間臓殿
粉末比踵は、中葉は最少にして、軟葉最大なりo

第　15　表　　　　　（10．7，1935調三査…）

1些

’i爾遡割硬度㈹i水刎粉餐騨t2
軟　　　　葉　　 4±0．3

壕1　　　　　　葉　　　45ゴこ0．9

硬　　　　　　　葉　　　69±2．2

82．78

76．16

75．44

0．648

0．593

0．617

10

　　　　　　　　　　　　　　　硬
　　　　　　　　　　　　　　　度
　　　　　　　　　　　　　　　及8
　　　　　　　　　　　　　　　糸itl
　　　　　　　　　　　　　　　胞
　　　　　　　　　　　　　　　間
7．強靱度及び面積重と硬魔　　　　隙
　　　　　　　　　　　　　　　率6

　改良魯桑の第5開葉100放に就き、7月

10日強靱度、面積重及び硬度を測定し、其

の愛異係撒及び相關係敏を算出せり。σ）　　　　4

　　　　　　　　’　　　　　　　’

@　　　　　　’@　　　　　’　　　　　’

@　　　’@　　’@　’@’C’
’

’

典比
！

重
’

’

’

假比童 　　　　　　’
@　　　　’
A　　　　　　　’

A　　　　　’

、　　’

y
’、

A’　、

’　　、
’　　　　、

’　　　　　、
、

’　　　　　　　　、
’

，ノ

㍉、一一＿．

硬
’

度
『

細胆間隙寧．

上　　・　　　中　　　　　　下

Lt

　假
1．0比

　露
　及

　比

0．9

第16表　　　　　（10．7．1935調査）　　強靱度と面程i重との相關係数

斎錘」1－1［薦冨需璽鑑讐bE、1可鍍濃螺1撫
強糠度（mm）　　264・S：ヒ0・6　　　8・6±0・4　　　3・25±0・155　　　　　γ＝十〇，69±0．052

悪綾灘ll雛蹴1：ll6圭躍ip，：16圭1：995磁・鍍・の柵融
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ・＝十〇．17：ヒ0．097

　　　　　　　　　　　　　　　8．毛刺抵抗と硬度

　6crn．の重量0．003gr．（26°C－71％）の馬尾毛にっき，其の長さを順次切り縮め、　balancも

SILをi突きて感するg．を計測したる結果第十二岡の如し。今此の毛の1．4cm．1．5crn．1，6cm．

3種につき改良魯桑先端第2葉に於て突き通し得る限度の重量，硬度（小球に依る）強靱度を

調査し勤照せぱ次表の如し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　第　17　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8．　7．　1935　薄研査）

租長・i・・1・・ceの臓睡　 度1強靱劇供試数
Cm、
1．4

1．5

1．6

　9・
1．12

1．10

0，97

　麗
15士O，9

14±0．5

12　±　O．o「

エ　Mユユコ

185，6：ヒ　2．1

177．6＋12．6

153、6±　0，4

13

23

13
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第十二圃　毛刺の感度
6cm。0．OO3gL　26°C－－71％

2．6

2。1

2．2

2．0

1．8

．L6

L4

1．2

9・

　　　　9，熟度指鍬と硬度

　30分間a｛coho1中に浸EIIせる結果、蒲色釈

態は、品種に依つて異り、島の内に於ては殆んど

硬中軟共侵出不能なりしも、改良魯桑及び改良

鼠返に於ては、硬中軟の内硬葉及び軟葉が、標

準色中最も淡色なるA及びBの8に該當せるに

も拘らす、中葉は他よりも濃き色を呈せり。

ノ．0　ノ．2　1．4　1．6　ノ．8　2．O

　cm．

第　18　表　　　　　　　　　　　　　　　　　 （25．　7・　1935　議司三査…）

＼＼　　　　項　目

　　　　＼、、　、

　　　　　　xs　品　種　　　　＼1一

改　N　　魯　桑
改　　良　　鼠　返

島　　　の　　　内

軟　　　　　　葉

硬劇饗指数
響

3

2

A8　118

A8　　BS

AS　B8

rP　　　　　　葉

硬　度　　熟度指敵

1野

11．

6

A6　B5
A6　B5
AS　13S

硬　　　　　　葉

硬　度　　熟慶揃数

匿

9

4

A8　13S

AS　BS
A8　］3S

鑛十三剛　水分、次分及び硬軟係数と硬度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80

　10．含水量、次外及び硬軟係撒と硬度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70
　魯桑に於ける軟（先端第2葉）、中（枝條

中央部）、硬（基部第2葉）の桑葉に就て水　　60

分及び汐ξ分を比較せし結果、硬度高きに從つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
て水分は減じ、荻分は増し、硬軟係数大とな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禦
繍極めて瀦なり。（断調劉！｛り　野゜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水
　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

20

to

氷

分

’

ノ

’

1 ’　　　，

’

’

’

’

’

’

！

’　　　　　　　　　　　！
1　　　　　　　　　　〆

！

， ！
’ 　　　！

B’ ！
’ ！
’ ！

〆

硬軟 　　！
@！

1

’

係数 　，　　　　　　　　ノ

！

灰
’

分

硬
．度

5

4

3fk
分
　及
硬
　軟

2係
数

軟　　　　　　巾　　　　　　硬
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第19表　　　　　　　　　　　・　　　　（12．7，ユ935調…蛮…）

魎別

調査i

軟　　　葉

中　　　紫

硬　　　葉

硬　　慶㈲

4±O．3

45±0．9

69十2．2

水　分（％）

82．7S

76．16

75．44

7A　　　　　分（％）

新鮮物中障物中
1，81

2．69

3．86

10．52

11．29

15．71

硬軟係藪

t’

@　　11．炭素、窒素．及びCINと硬度

2．ユ9

3，53

5．12

硬度中位の桑藁が炭素の％最も大にして、硬度高き硬葉之れに吹ぎ、硬度低き軟葉、最も小

なり。而して硬度の高きに從つて窒素の％小なり。

C／Nratioは硬度低き葉は小にして硬度の高きに從つて大なり。（第十四圃滲照）

　　　　　　　　　　　　　　　第　20　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12．　7，　1935　語胡三査…）

軟　　　葉

巾　　　葉
硬　　・　葉

硬慶（度）水分（％）
　　　　1

4±O，3

45十〇．9

69牽2．2

82．78

76．16

75．44

炭　　素（度）

辮物中【乾物中

4．01

6、15

5，68

23．31

25．81

23．11

窒　　素（％）

新鮮物巾1乾物中

1．0415

0．8723

0．6894

6．048

3．663

2．807

C！N

3．854

7．045

8．233

第十四圃　水分、窒素、炭素及びC脳と硬度

80

70

60

　　　硬δり
　　　嘆
　　　水
　　　z’uk　40

　　　淡
用　　　素

　　　登3・

　　　ff

　　　　20

10

永

分 ’

　’@’
‘　　ノ［

窒

索
ノ

、
！　　ノノ　　！

、　　一　一

@、　、h！　，！

’

！　ノ
’

！，

炭
’

素
’

C
π

硬
度

1．2

1，0　　　　　　第十五圃　粘稠慶と硬度

　窒
0．9索　　　9

8

0，8　　　　7

　　　↑6
　　　硬
　　　　50．7

　　　度4

O．6　　　　3

　　’

@’
、、　、

一

　　’

@’
、、　、

　　’

@’
、＼

比熱度

、、　、

硬度

、、　、

膠

軟　　　　　中　　　　　硬　　　　　　　　　　軟　　　 中　　　硬

　　　　　　　　12．葉液の粘稠度と硬度

1，9

ノ．8

ム7

ノ，6tt

　　t
1．5比

　粘
　度1．4

ノ．3

4　・t5，，1種の軟葉（先端節2葉）中藥（枝條pl－i央部）硬葉（誌部第2葉）各別に粘稠度を測りた

る紬果、中葉が概して硬度も比粘度も高き傾向あり。　（第十五陶滲照）



策一、二號〕　　　　　　　桑葉の硬度に｝彌する研究　　　　　　　　　　15

　　　　　　　　　　　　　　　第21　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30．7．1935置周査）

τ、＿，噛　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　項　　目　　i
品　種　　　　一　i
　　　　　　　　’　一「1

改　　良　　　鼠　　返

島　　　　の　　　　内

多　　　　　　　　　胡

市　　　　　　　　　ユF

亭　　　　　　・　　　均

　　　　　　　1軟　　　　・葉　　i　rln　　　　葉
＿＿＿＿－．＿＿＿．．＿．fi－＿＿＿．“＿＿．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

暇レヒ版瞬度比粘度
度　　　　　　　　　　　　　　　度
3±0

3：ヒ0

4±0

4±0

3，5

1．683＋0，01

1．593±0．00S

ユ，33S→－0．007

L420±0．006

　ユ．509

6±0．2

9：ヒ0．6

9±0．5

8±0．4

　8。0

1．930＋0．01

1．911十〇．007

1。861d：0．018

1、570十〇．011

　1．8工8

窺　　　　楽

硬度1比粘度

第二十醐　　電氣傳導度と硬慶

18

16

14

］2

10

8

↑　6
硬

　　4
度

　　2
　　度

’

’
、

’

、

’
、

’
、

’
、

’
、

　’匿v
、

’

、

’
、

’
、

’

、、

＿硬
’

、

度 ’

、

’

’

馨

度

軟　　　　rl量　　硬

　度
9＋り．4　　1．295→－0．⑪08

9＋0．5　　1．33S－←0，006

7＋0．3　　　1．男45十〇．008

6十〇．3　1．．321十〇．007

　7．8　　　　　1．300

　　　　　　　13．電氣傳導嵐と硬度日

　　　　　春秋鍍用、栽植第4年同、改良鼠返、島の内、
5

　　　　多砿市凧の4種につき・硬度及び傳導度を

4　　　計測したる結果、改良鼠返を除き、大休中葉が

3　　　　　最も硬度高く、硬課ξ之京しに夢くぎ軟葉f没も低しo

義　配て鱒度醗く例外無く中蟹⑳抵撮も大

畷　にし噸葉之れに擢難畷も小にして殿

度　の撚と全く合致eb。（第二十岡滲照）

ohm，

第　22　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9．8．1935醐査）

＼項・晶　頼　　　　　＼

改　　良　　鼠　返

穐　　　の　　　内

多　　　　　　胡

市　　　　　　21s．

準　　　　　　均

軟　　　　　葉

硬　度i抵　抗
　颪
4±0

4±O．2

4±O，2

4±0

3。9

　ohm
】．173

0．81S

O．9k），3

1．083

0．999

中　　　　　葉　　　　硬　　　　　葉

硬　度1抵　抗硬　度1抵　抗

16＋0．8

19＋0．6

22→－L2

ユ2＋O．6

　17．5

　Ohm
10．111

3．166

2。703

4，263

5．061

　劇18＋0．9

15＋0．4

13＋0．1

10一ト0。7

ユ4．2

ohrn

1．631

1．325

1．127

1．127

1．303

　　　　　　　　　　　　　　14．葉の生長と硬度

　　磯芽前伐探魯桑々園に於て7月1日、枝條各先端第2葉500枚の葉柄に紐∫～°を附し、爾後隔EE

　10枚宛葉の長さ及び硬慶を測定したる結果、葉長は11日後には既に最大となりたるも硬度

、は35日にして共の最高度となれり。

　　桑葉の生長につきRobertson（3）（15）が主【囑せる生長恒藪の算定につきては、　i：1・1島茂氏（lc’）、五十

畑正亭騨じ）の研究あるも、著者は更に硬度につき＊式に糠りて吟味せり。
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錐23表

　　t
紹過日数

　　1

　　3
　　0「

　　7
、　　9

　11
　13
　19・

　21
　23
　25
　27
　29
　31
　33
　35
年均

　x硬慶實測値

3．3

3．9

9，4

10．5

15．0

20，3

33．2

41．7

47．5

54．7

57。5

59。2

62．7

60．7

59，4

63．4

K

0．107

0．コ02

0．095

0。116

0．ユ34

0．182

0，207

0．155

0．05S

O．045

0．OSl

O．081

0、102

0．075

0．058

0．107

硬度蓄難葉長・…　1・9A奎ズK（・－tl）

　　　　　　　　　　　X　　t日の硬度
　3，4　　　　7，1

　4。9　10．4　　A最高硬度
　7・8　13・4　　tlXが嶋一の齢の・の
　11．8　　　　　　16．2　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　　　　　　　　　　　値　：17．5　　　　　　　18．3

　24，5　　19，8　　Kの￥均億0・11を’dSて更に
　32．5　　　1g．4　　　叉K＝　O．　11として計算値Xノを

　52・5　　　ig・5　　得て、實測値Xと射照せり。
　56．3　　　　　　19．2

　58．9　　　19．7　　　　15，日光の遽箇に依る

　60．6　　　1S・8　　　　　三原色の攣化と硬度
　61．7　　　　　18．4

　62．3　　19．6　　改良鼠返（春瀕酬桑1瀦…鷲

　62，7　　20．4　批獄期）の全芽に於⇔辱部より

　62・8　　　20・1　　6－7葉目のものにして、南向

　　　　　20・0　　せるものと北向せるものと別つ

　　　　　　　　　　て、各10枚につき硬度を調査i

せる結果、微かに南向の方硬度高き傾向あ砂。

第二十一圖　葉の長さ及び硬度の生侵曲線
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／
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／
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
硬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cm・
度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉
　　　ノ　　3　　　5　　　7　　　9　　／1　／3　／5　　！7　　／9　　21　β3　　25　　kJ7　　．09　　盆ノ　　33　　」5　　　長

　　緯過同数
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　24　理乏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13．6．　1935調査）

＼蝉葉　1　2　3　4　5　6　7　S　9、。，幽
方向　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　＿＿

南向1374S　34303S　2935503S　4038：ヒ2・15
北　尚i・・4・34・・3・2・3…　　3・・4・・±・．S5
　依って璽に人爲駒に日光を遮噺して、如何なる憂化　　　AAE　：：十二圃　　日光の態隔と硬度

を互三する・や。　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

　磯芽前伐探桑園の魯桑を7月51ヨ先端第2開藥の葉に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
つき其の一部を切り取りて、硬度を調査し、硬度4度の

もののみ、40放を選定し符號を附して、20放はパ　　30

トロン紙の袋を以て日光を遮蜥し、他は塁寸照として放　　　2り

鐙し、爾後5日目蝕に三原色及び硬度を調査して、日

光脳喋雌照砒して調度低くx三馳麟、硬」°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度
青二触期撒値働結継得たり・（第ゴゴ鰺照）　膠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　δ　　10　　15　　20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯉渦日数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第25表　　　　　　　　　　　　　（5・7・1935開始）

日

光

無
進

駈

f 断

臼

晃

遥

，岬　”

，，” 断
ρ　’の一

函　一榊一

＼　　　纒過日数
剛扁＼一＼

謝　　照

日光慈噺

硬　　　鹿

　赤
　費
　膏

硬　　　慶

　赤
　黄
　青

0

4．0±0

4，4＋・0．08

20、1十〇，34

7．5一ト0．16

4，0：ヒ0

4。4＋0．08

20．ユ十〇。34

7。5士0．16

5

6，2±0．38

4．5＋0。13

27，S＋1．91

9．7＋0。41

4，6：tO．31

4．3→－0．04

23．1±1．70

9．1十〇．11

ユ0

11．0±0．64

4．5士0

32．0±0

10．6→－0．11

6，6十〇．54

4．5±0

26，1十〇．10

10，1±0．17

15

39．2＋0，91

4．5：ヒ0

36．0±0

ユ2．0±0．06

S．0一ト0、30

4．5±0

27．6：ヒ0．32

10．4±O．13

20

47．O±2．37

4、6＋O．05

3g．7＋0．43

11．5十〇．24

∬工考　　　察

10。2一ト0．67

4．5±0

27．4十〇．Os

9．0：ヒ0．3

　　桑葉の硬軟に關する飼育試験成績として獲表され疫るもの多撒あるも（lt）、大概先端より何枚

　目なるかの葉位に依れり。同一葉位の葉にして術、品種に依り、仕立方に依り、共の硬度の異

　る事本研究に見て明瞭なゆ。

　　署者の考案せる桑葉硬度計は鋼球落下の1瞬間に桑葉を打ち抜き得るや否やを決定し得て、測

　定に際して、鋼球とサンプラチナ板との聞に酸化其他の誹作用を防遇する事に特色を腐するも

　のの如し。

　　葉の厚さ厚きに從つて、硬度の高き事は容易に想像さるる所なるが、1枝條中葉位に從つて

．測定せる結果に依れば、厚さの差は、硬度の差に比して極めて小にして、厚さ以外に硬度に影

　響する事の大なる可きを想察せしめらる。

　　硬度は新鮮葉につき測る事を要すq
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　硬劇碇痕雌2mm．内辮こして葉脈を遜くれば蝶内20－30箇所略々一定a）硬髄測

定し得。測定痕に於ては共の最大なる弧靱度と最小なる毛刺抵抗との中間に准り。

　1枝條申先端の葉より順次硬度を増して、最大限慶に至り叉更に下部に向ふに從つて低下

す。而して此の慶異状態は品種、仕立方に依つて相異せり。改良魯桑，改良鼠返は1枝條中極

めて基部に近き下部に及んで漸く硬慶低き老葉を僅かにそ尋らるNも、多胡・市平叉は春秋鍮用

に於て春鑓伐探後のものは7月中既に、硬度低くして最高の硬度を示し老葉多し。

　桑は品種に依つて硬度に差異あり。

　耳蝶（う瞬綿2葉）に於ては、遠洲高助硬度高くド獺青木ドト文宇諏良魯桑・改良鼠返

低し。

　中葉（全芽の中央部）に於ては、富榮桑、多胡は硬度高きも十文字・風返等は低し。

　硬葉（基部第2葉）に於ては、北堀桑，魯桑等は硬度高く．十丈字・多胡は硬度低し。此際

多胡の硬度低きは老黙せし爲めに硬度低下せるものなり。

從來翫噺究醜謙葉の騨1・關髄る襯鍛を瀕度雄寸照白勺砒鰍る糊1は下

記の如し。

　醐殿，一醸と醐度とは＋0．69の相關補せり。醐度は直手狙5mm・の圓殊打ち

抜く爲め、葉脈を避くる事困難なり。特に軟葉に於て著し。

　毛刺抵抗：一毛刺の感度は鏡敏にして，共の刺痕極めて小なる敏，皮日共の他桑葉組織の特

殊1臆の部髄避くる事に騰走して計測せぱ漱葉の硬脚明定に特色鮪噸慶との關係顯著

なり。

　硬軟係数：一硬度の高きに從ひ、水分を減じて次分を増す。之れをAsh／H20　r　atioとして

見るに極めて顯著なる激値を現す事、第一卜三圖の如し。帥ち硬軟の差大なる事、硬慶第一｛立に

して硬軟係’Sk之れに次ぎ、次分は第三位なり。

　面積璽：一縮趨甚しき桑葉につき、其の面積渕定法として、適切なるもの無き爲め（薯蔚は

青肉を以て印刷せるものをプラzaメ」クーに依りて測積せるものなるも）面積測定上の誤差と、

Ptの厚離依つて生する継とに依つて一1一分に其鯛的灘し得ざる傾向ありて・本研究中硬

度との胴關を求めたるものに於ては顯著なる關係を求め得ざりき　。’

　比重：一假比重は枝條先端の軟葉より順次小となりて、大概1内外となり（例外は在るも）

下部に向ふに從つて小となる傾向あり。但し品種に依り下部に向ふに從つて小とならす、一旦

大となるものあり。（第九表滲照）結局硬度との關係につき特記すぺきもの無しo

　眞比重に於ては殆んど枝條の位置に依る差異顯著に非すして、假比重の差を生ぜし原因は主

として、細胞聞隙率の大小に原因せるもの曳如しQ

　細胞聞隙率：一細胞間隙率は硬度と登く相作ぴて鴻長iし．上部に於ける軟葉は小にして中部

より下部に向ふに從つて大なり。是れを隔種に依つて見るに市ユ臥多胡等の間隙…判ま大にして

改艮鼠返、魯桑等は小なり。細胞闇隙に關係あるべき，粉末比鍍を調査したる結果中葉は小に

して硬葉之に次ぎ軟葉最も大なりき。

　熟度指数：一葉緑体のalcohol浸lllに於でも叉中葉を最大として憂異せるものS如し。

　以下著者が硬度と特に關係ありと認めて、研究せる票項につき槍討せん。

　C！N：一桑樹のC／Nにつきては未だ獲表されたるもの無きも、HicksCi2｝は柳の再生機能を

C／Nにつき班究せり。植物生理磯能の検討に資し得らる～認識の一方面なりと信す。本研究に

依つて見れば、鋼慶4度のものはC／N3．85、硬度45度のものは7．05、硬度69度のものは

8．23なり。

　粘稠度：一鋼球が桑葉をサンプラチナ板Lに駆して絡に打ち破るに至る泄程に於て桑葉々瀬
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　の粘稠度は硬度と密接なる關係ある可き事、容易に想像さるS所なり。而して從來桑につき粘

　繊を計りたる域績無し。依つて瀦は0・tw・ld　vi・c・・im・terを用ぴて之れを計bfeる結果

　硬度と密接なる關係ある事を知れり。即ち幼葉、祓葉、老葉（枝條の上中下に依る硬、r医軟

　，は寧ろ如此手1奪呼に改む可きものと認む）につき共の傾向を共にし域葉に於て最大撒値を示せり。

　　電i氣傳導度：一鋼球及サンプラチナは1組の電極をなせり。依つて桑葉を其の間に置ける場

　含の電氣傳導度も亦硬度に關係すべき事は想察さる玉所なり。去り乍ら從嘱桑葉の電螺度を計

　1たる業綾無し。著者は前掲の方法に成功し，直接桑葉の電導度を討測したる結果硬度と溝侵

　を共にし中葉の電導度最大なる事を知れり。

　　硬度曲線：一一桑葉は開葉後、日の経過するに從つて典の硬度は高くなり最大限度に至り叉順

　次低下す。横軸に縄過日撒を取り、縦軸に葉長及硬度を取りて、曲線を猫きて封照するに桑葉

　の生長最大となる時期よりも逓れて硬度最商となり、葉の大きさのみに依つて其の質の制定は

　期し得ざるものなる事を窺知し得らる。

　　RobertsonのH三長恒撒を算出せる結果1〈・O．11を得たるも、更に實測1直Xと計鱗〔値Xノを

　比較鋼照するに第二十一1圃の如く合致せざる部分ありQ是れ調査毎に供試物を異｝τし供試数少

　き爲めの誤差なりと思料す。

　　K＝O．11のXノ曲線通り硬度が推移すべきものなりとせぱ．硬度高き部分は供試撒を増さf

　れば誤差大なるべきを思はしめらる。此の方面に樹しては更に研究を進め完壁を期ぜんとす。

　　日光の遮断：一桑葉はq光を遮臨されたる時は、硬度の慶化少く、日の縄過するに從つて謝

　照に比して、其の懸隔著しく大なるに至れり。

　　要之、1枝條中、幼葉、威葉、老葉の順位に其の葉位の示す撒値と同傾向の数値を示さす、

　成葉に於て却つて硬度が最高の撒僚を示して消長する關係は、硬度以外の諸形質に於ても同傾

　向を有するもの多き事に見て、飼料El勺圓1醐定上、1樹劇・にある桑葉々質の・璽異鞭度に

　依つて知る事の意義ある事を思はしめらる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　括

　　　1，著者が考案せる桑葉硬度計に依つて、測れる硬度と從來獲表されし桑の硬軟に關する研

　究との關係を吟味し、尚進んで此の硬度の理墨的意義を槍討せり。

　　　2，桑葉硬度計は一一定質量の鋼球を落下せしめ、其の球の打撃に依つて球とサンブラチナの

　半板との間に在る桑葉を打ち按く檬に装置せり。而して打ち披くに要するEnergyとして其の

　球の落下せる高さを譲み取りて、硬度となすものなり。其の高さの1cm．を硬度1度とせり。

　　　3．1葉内の硬度は脈を避くれば略々一定なり。

　　　4．葉の厚さ厚きに從つて硬度大なり。

　　　5，葉は水分獲散と共に碩度は少し低下し爾後時闇の経過するに從つて高し。

　　　6．品種に依り硬度に高低あり。軟葉に在りては山桑系高く魯桑荊桑系は低し。而して硬葉

　に於ては概して魯桑系は高く白桑系、山桑系は低し。　　　　　　　　　　　　　　　　k

　　　7，1枝條中幼葉は硬度低く、域葉は最も高く老葉は低し。

　　　8．比重と碩度との關係は顯著ならざるも，細胞間隙率は硬度と溝長を共にす。

　　　9．強靱度と硬度との相關係数　　γ　・十〇．6g±o．052

　　　　面積重と硬度との相關係敏　　γ・・十〇．17±0．097

．　10，軟葉に於ける毛刺抵抗と硬度とは消長を共にす。

　　11．熟慶指撒小なるものは硬度低きもの（幼葉、老葉）と合致し．指数大なるものは硬度大

　なるものと合致すo
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12．水分減するに從つて硬度商し。

13．荻分％大なるに從つて硬度高し。

14．硬軟係数大なるに從つて硬度高し。

15，窒素％小なるに從つて硬度高し。

16．炭素％は硬度中位の域葉に於て大な砂。

17．CIN大なるに從つて硬度高し。

18，比粘度は硬度高き中葉に於て最高なり。

19，電氣傅導度は硬度高き中葉に於て最高なり。

20．硬度は日の経過するに從ぴK＝O，11の生長曲線を成す。

21．日光の遊噺に依つて日光を遮蜥せざる封照に比し三原色中黄色及青色は劣り硬度は低し。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於　埼玉縣鑑業試験揚）　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
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